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要旨 

第 1章 はじめに 

現在、日本では、外国人の流入の増加や国際結婚などによる国際化が進みつつあり、高齢者

に占める外国人や外国系日本人も増加している。外国人の中でもとくに中国人は多く、日本語

を第一言語としない中国系高齢者に対する介護サービス提供の機会が増加することが予測さ

れる。中国には「養児防老」という言葉があり、老後に備え、子孫を増やすという形で、子世

代による私的老親介護が長年続いてきた。中国の家族構成は伝統的な多子家族から核家族に変

わったにも関わらず、親世代の観念はまだ昔のままである。筆者は中国系高齢者の訪問看護に

従事するなかで、中国系の要看護高齢者が、サービスの利用にあたり様々の問題を抱えている

ことを実感していた。そこで本研究では、日本に在住している中国系高齢者が訪問看護を利用

する際にどのような問題があるのかを明らかにすることを目的とした。 

日本における外国人高齢者のケアに関する先行研究の検索にあたっては、主に、⑴日本に

おける外国人高齢者介護・看護の現状に関する研究、⑵日本における外国系高齢者に対する

介護・看護サービスの現状と課題、⑶日本における外国系高齢者に対する看護に関する研究

の三つの領域に関して検討した。日本では、様々な類型の施設のほか、介護サービスも充実

している。しかし、日本の外国系高齢者の現状に対する現在の福祉事業の体制は十分とは言

えない。日本における外国系高齢者の訪問介護に関する研究では、在日コリアンを対象とす

る研究が多くされているが、中国系高齢者については、中国からの帰国者の高齢者介護の研

究がいくつかみられるものの、在日中国系高齢者を対象とする研究はほとんどなく、とくに

訪問介護を利用する側の現状と課題に関する先行研究はみられなかった。そこで本研究で

は、訪問看護サービスを利用する中国系高齢者に対するインタビューによる事例研究をもと

に、現在の日本における中国系高齢者の訪問看護の現場に現存する問題を明らかにし、それ

らの問題に対する対策について検討した。 

第2章 対象と方法 

株式会社一笑苑横浜旭が提供する訪問看護サービスを利用する中国人高齢者5名に、訪問看

護を利用するきっかけ、訪問看護を利用する問題点、問題点への対策、訪問看護の利用満足

度についてインタビューを実施した。利用者の自宅を訪問し、事前に承諾を得てICレコーダ

ーを使用し、インタビュー内容の記録を行った。各々のインタビュー内容を詳細に検討し、

中国系要看護高齢者が訪問看護を利用する際の問題点、および、その問題点に対し利用者が

どう対応したかを抽出し、現在の制度と照らし合わせて、それらの問題に対する対策を検討

した。本研究は、桜美林大学研究倫理委員会の審査を受け承認（No.19073）を得たうえで実

施した。 

第3章 結果 

本章ではインタビュー調査結果から5人の調査対象者の語りを詳しく記述した。語りから、

訪問看護を利用する問題点としては、①言語の壁、②身体的障害がもたらす消極的な心理、

③訪問看護サービスへの不満、④訪問看護師退職後の人の交代に慣れない ということが重要

な問題であることが示された。 

第4章 考察 

中国系高齢者が訪問看護を利用する際の問題を明らかにし、その対策について考察し提起

した。【言語の壁】という問題に対して、言語翻訳および同文化人材を提供する必要があ

る。介護現場において、外国人向けの医療と同じように、専門的な通訳が必要となり、非介

護者と同じ出身地であるなら、できるだけ、同じ出身国の人材を派遣した方がいいと考えら

れる。さらに、コールセンターを利用し、電話やテレビ電話による通訳や、携帯型の通訳機

も活用できると考えられる。【訪問看護のサービスへの不満】という問題に対して、外国人

看介護職員のケア能力を向上する必要がある。具体的には、外国人看介護職員を職場に定着

させるために、現場での指導や教育を充実させる必要があると考えられる。現任訓練中は、

外国人看介護職員が一人前になるまで、日本人の看介護指導員が実地指導すべきであろう。
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国際厚生事業団をはじめとした団体による外国人ケア提供者に対する研修をより充実させて

いく必要があると考えられる。【身体的障害がもたらす消極的な心理】については、早く回

復し子の支援をしようと考える中国系高齢者もいたが、身体的障害があっても家族の悩み事

や心配事の相談に乗るなど情緒的な支援ができることも少なくない。高齢者の家庭生活での

役割付与は、生きがい感をもたせ、身体的障害による消極的な心理が生じることを防ぐ効果

があると考えられる。【訪問看護師退職後の人の交代に慣れない】という問題に対しては、

相対的に高い訪問看護師の離職率を下げるため、早朝勤務帯のみや短時間勤務など、柔軟で

多様な働き方の推進、職場環境の安全性の確保、報酬面での待遇の改善などが考慮される。 

本研究の対象は主に首都圏に在住することや、対象者が少数で中国における出身地がそれ

ぞれ異なることから一般化には限界がある。しかし、本研究は、日本における中国系高齢者

に対する訪問看護という新しい視座で、日本における中国系高齢者に対する訪問看護を取り

巻く現状およびその課題を提起したことで、日本における中国系高齢者介護の質の向上に向

けた基礎的資料となる意義があると考えられる。 

第5章 結論  

 本研究では日本に在住する中国系高齢者が訪問看護を利用する際に抱える問題点について

インタビューにより明らかにし，その対策について考察した。問題点として、【言語の

壁】、【体の不自由さによる消極的な気持ち】、【訪問看護のサービスへの不満】、【訪問

看護師退職後の人の交代に慣れない】ということがあることを明らかにした。それぞれの問

題に対して講じる対策として、【外国人看護職員のサービスの向上】、【言語翻訳および同

文化人材の提供】、【訪問看護師に対する支援の整え】、【同文化コミュニティの利用と異

文化介護のネットワークの形成】が重要であると考えられた。 
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